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サービスメニュー

導入例

接続するクラウドサービ
ス

Microsoft 365 Microsoft Azure
Amazon Web Services

（AWS）
IBM Cloud Oracle Cloud Google Cloud

（プライベート
接続）

プライベート
接続

パブリック
接続

プライベート
接続

パブリック
接続

プライベート
接続

プライベート
接続

プライベート
接続

帯域

50M ● ● ● ● ● ● ● ●

100M ● ● ● ● ● ● ● ●

200M ● ● ● ● ● ● ● ●

300M ● ● ● ●

400M ● ● ● ●

500M ● ● ● ● ● ● ● ●

1G ● ● ● ● ● ● ● ●

オプション

アドレス変換オプション
（１対多）

● ● ●

アドレス変換オプション
（１対１）

● ● ●

Microsoft365ルートフィ
ルター設定変更オプショ
ン

●

必要事項

イントラネットサービス契約（D.e-NetWideなど）

Microsoft365テナン
ト

Microsoft Azureの
サブスクリプション

AWSアカウントID
DirectLink

承認ID/サービスキー
FastConnect

OCID

Partner 

Interconnect
ペアリングキー

Microsoft365導入
アセスメントの実施

Express RouteのServiceKey

なし
（Express Routeも
サービス提供に含む)

Azure管理ポータルでの操作
（Express Routeの作成、設定な

ど）

AWS管理ポータルでの操作
（ゲートウェイ、仮想イン

ター
フェースの作成など）

IBM Cloud
管理ポータルでの操

作
（DirectLinkの作成、

設定など）

Oracle Cloud
管理ポータルでの

操作
（FastConnectの
作成、設定など）

Google Cloud
管理ポータルでの

操作
（Partner

Interonnectの
作成、設定など)
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記載されている会社名、製品名およびサービス名称は各会社の商標または登録商標です。
記載内容は2021年1月現在のものです。記載された仕様は予告なく変更する場合があります。

ご留意事項

⚫ 利用するクラウドサービスに応じてデータ転送料などは別途発生します。

⚫ Azure PortalやAWSマネジメントコンソールなどの管理ポータルを含む、クラウドサービスの仕様や操作方法に関するお問い合わせには対応できませんので、

予めご了承ください。

⚫ Microsoft 365へのアクセスは、アドレス変換オプション（1対多）が必要となります。

⚫ Microsoft 365との通信はインターネット接続の併用が必須です。インターネット接続に弊社が割り当てるグローバルIPアドレスを利用しない場合は、

お客様が取得するグローバルIPアドレスにてお申込みが必要となります。

⚫ Microsoft 365からオンプレミス環境へのアクセスには、アドレス変換オプション（1対1）が必要となります。

⚫ Microsoft365 接続（Express Route）とトヨタシステムズ プロキシを併用する場合は、Microsoft 365宛の通信がプロキシを経由しないように制御いただく

必要があります。

D.e-NetWide
（NWC機能）

集約ルーター

A社様（Microsoft365接続）

✓ クラウドへの経路を集約しコスト低減
✓ インターネット接続ではネットワーク性能/

品質に懸念があり直接接続で安定した通信を
実現したい

D.e-NetWide
（NWC機能）

集約ルーター

B社様（AWSプライベート接続）

✓ オンプレミス環境とAWS間のデータ
連携を閉域網で利用したい

データ連携

Microsoft
365

⚫ Amazon 
Web
Services

⚫ DataSpider
Cloud

Express 
Route

Direct
Connect

インターネットATI

アクセス回線

インターネットSFDC

共有網選定理由

選定理由

お客様作業（回線開通時）
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